
◀

約3分
約210ｍ

約8分
約560ｍ

約3分
約210ｍ

約16分
約1.4km

❷城内地区高台団地（新町） ❸神明様神木ヒバ

❹無量山小松寺 海蔵院❺愛宕神社

❶道の駅のだ ぱあぷる

神社仏閣体験コース

ち ょ っ と 足 を の ば し て 行 っ て み よ う ！

◀村史跡名勝天然記念物にも指定
されている、樹齢約300年の大
木。天照大神を祀る神木として崇
められてきました。平成22年の強
風で親木が倒れてしまいました
が、そこから別の幹が育ってきて
おり、村ではその成長を大切に見
守っています。

［ 大唐の倉 ］
野田港に突き出す長根の
断崖です。地層が露呈する
縞模様が特徴です。

野田村のイメージキャラクター「のんちゃん」は、

安家川生まれの鮭のこども。
村内には、あちこちに、のんちゃんの姿が！

◀東日本大震災で被災した住
民が高台移転した団地の一
つ。山の傾斜を生かし、暮
らしている人が広 と々感じる
空間づくりになっています。
住民同士が行き交うための
無数の路地など、工夫が
多々の住宅地です。

◀平安時代後期に開基開山
し（当時は臨済宗）、江戸
時代に曹洞宗のお寺として
再び開基開山。村で唯一
のお寺で、地域の中心的
な寺院として信仰を集めて
います。

◀海蔵院の守護神として歴史
を重ね、村の中央の愛宕
山に鎮座する愛宕神社の
例大祭は、村一番の祭り
でもある野田まつり。社殿
付近から野田村のまちなみ
と海の景色が眺められます。

高さ13.4ｍは
東北有数の
大きさです。

愛宕神社の
旧参道を海蔵院
沿いに進み、
最後は

田畑のなかの
一本道へ。

所要時間：約 40 分

階段を下りた
正面には大鳥居

❻庚申塔／歴史の道百選　久慈・野田街道（のだ塩ベコの道）③「松鼻街道」

❽塞の神の松 ❼三陸沿岸道路ガード下❾野田村村民プール

❶道の駅のだ ぱあぷる

❶道の駅のだ ぱあぷる

◀「庚申塔」の石碑のそば、
「塩の道起点（十府ヶ浦）
より1.9km」の看板が目
印。村の中心「城内地区」
に残る貴重な塩の道の
痕跡です。

松鼻街道の名前の由来▶
にもなったといわれる松
の老木。その大きさや
幹のくびれに目を奪わ
れる、街道の象徴的な
存在です。

村民プールを右手に
見ながら道なりに進み、
秋田川にかかる

寺ノ沢橋を渡ります。
道の駅へ続く、

田畑のなかの一本道を
ゆっくりと。

15世紀の城館跡が
発見された

伏津館跡のふもとを
進みます。

10野田村役場 11野田村保健センター

13防潮堤ウォーク

12十府ヶ浦公園
　（のんちゃんパーク）

14ほたてんぼうだい

震災と未来のまちづくり
学習コース

▲海沿いに広がる広大な公園。
普段は人々の憩いの場で、
遊具で遊ぶこどもたちでにぎ
やか。パークゴルフ場やサッ
カーコートも整備されていま
す。公園には「津波防災緑
地」という一面もあり、３つ
の堤防で津波災害から村を
守る役割も果たします。

◀東日本大震災で甚大な被害を
受けたエリアの中心。村では珍
しい３階建ての建物は、避難ビ
ルの役割も果たします。３階に
は震災の記憶を後世に伝える
復興展示室も。

◀公園から海を目指し、
「のだ塩ベコの道起点
碑」を眺めたあとは高
さ14ｍの防潮堤の上
へ。日の出の名所で
もある十府ヶ浦。いき
なり開ける広大な水平
線に目を奪われます。

3つの堤防の
一つでもある
土盛りの堤防を
歩いて帰路へ。

当時の
避難ルートの
一部を通って
野田村役場前に
もどります。

震災当時は海沿いに
あったものの日頃の
備えが幸いし、一人
の犠牲者も出さな
かった野田村保育所

◀震災の記憶を後世に伝える展望施設。
東日本大震災大津波記念碑には震災
から得た教訓が刻まれ、３つの堤防を
モチーフにした海へ向かって開く扉の
形のモニュメントも。海への畏敬の念、
前へ向かって踏み出す扉、いつでも
戻ってこられる扉… etc. 様々な想い
がこの場所にはあります。

START&GOAL

START&GOAL

START&GOAL

START&GOAL

幾星霜、幾百年もの年月、
野田村の海と大地と人々を守ってきた
神社とお寺をめぐるコース。

東日本大震災からの復旧・復興の
ストーリーを、歩くスピードで
見て、聞いて、感じるコース。

▶

▶

▶ ▶

▲

▲

▲

▲「ぱあぷる」の由来は十府ヶ浦を
覆う赤紫色の小豆砂。「朝日を浴
びた十府ヶ浦は紫色に輝く」と言
われていました。ちなみに名付け
親は、のんちゃんの生みの親でも
あるデザイナーの桜庭昇さん。

野田村役場未来づくり推進課　〒028-8201 岩手県野田村大字野田 20-14
☎0194-78-2111（代表）　☎0194-78-2963（直通）　FAX 0194-78-3995　https://www.vill.noda.iwate.jp

約5分
約210ｍ

階段あり
約4分
約210ｍ

階段
あり

［ のだ塩工房 ］
東日本大震災で全壊流出。国
民宿舎えぼし荘敷地内にて2012
年に再建。伝統の直煮製法を
間近で体感することができます。

［ 陸中野田駅前の牛方像 ］
塩を牛の背に載せ、岩手
内陸部や秋田の鹿角地方
へと運んだ交易の歴史を
再現しています。

野田漁港の
防波堤の先端に
たたずむかわいい灯台

●道の駅のだより
　徒歩40分／車で5分

●道の駅のだより
　徒歩45分／車で5分

●道の駅のだより
　徒歩16分／車で2分

●道の駅のだより
　徒歩120分／車で12分

近くまで行くと
「かわいい」
を実感

探して
みてね！

おすすめ♪

問合せ

かいぞういんあた ご じん じゃ

　　　

あっ か がわ

じょうない ち く たかだいだん ち　　 しんまち しんめいさましんぼく

こうしんとう まつはなかいどう

さい　　かみ　　まつ

ふし つだて

と ふ が うらこうえん

だいとう　 くら

約6分
約420m

約5分
約430m

約3分
約250ｍ

約6分
約450ｍ

約10分
約700ｍ

約5分
約350ｍ

約4分
約280ｍ

約4分
約280ｍ

約18分
約1.2km約26分

約1.9km

のだ塩ベコの道体験コース
所要時間：約 30 分
貴重な塩を牛の背に載せて運んだ
「野田塩ベコの道」を辿り、
村の歴史と文化にふれるコース。

所要時間：約 70 分

約12分
約2分

約1.1km

のだてくのだてく
マップマップ
た ま に は ク ル マ を お い て 、 て く て く と
「 の だ む ら  お さ ん ぽ 旅 」 は い か が で す か ♪
た ま に は ク ル マ を お い て 、 て く て く と
「 の だ む ら  お さ ん ぽ 旅 」 は い か が で す か ♪

むら てく



南
部
曲
り
家
風
の
屋
根
が
目
印
。
新
鮮
な
野
菜
・
果

物
や
海
産
物
、
地
産
地
消
の
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め

ま
す
。
人
気
の
の
だ
塩
ソ
フ
ト
は
こ
こ
で
！

●
営
業
／
産
直
・
物
産
コ
ー
ナ
ー
 9：00～

18：00
 

の
だ
塩
ソ
フ
ト
 9：30～

17：00
 

食
堂
 11：00～

LO14：30
 

ト
イ
レ
・
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
 24時

間
利
用
可

 
EV
充
電
設
備
 24時

間
利
用
可

 
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
サ
イ
ト
有
り（
要
予
約
）

●
定
休
日
／
年
末
年
始
の
み

●
問
／
☎
0194-78-4171

野
田
中
学
校

奇
跡
の
東
屋

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム

前
浜

明
内

三
日
市
場

米
田

宇
部
川

三陸鉄道リアス線

岩
手
県
立

久
慈
翔
北
高

野
田
校
舎

り
く
ち
ゅ
う
の
だ

り
く
ち
ゅ
う
の
だ

と
ふ
が
う
ら
か
い
が
ん

と
ふ
が
う
ら
か
い
が
ん

45
268

217

217

29

29

E45

野
田
IC

野
田
IC

泉
沢
川

明
内
川

野
田
漁
港

野田湾

十
府
ヶ
浦
海
岸

JA産
直

野
田
塩
ベ
コ
の
道
起
点
碑

ね
ま
～
る

み
な
み

ま
る
き
ん

お
食
事
処

十
府
ヶ
浦

新
な
ぎ
さ
食
堂

野
田
食
堂
よ
っ
てっ
亭

カ
フ
ェ

「
ROKKA」

農
家
食
堂
つ
き
や

つ
な
が
り
Café 

「
た
い
よ
う
の
い
ち
こ
」

久
慈
市

・小
袖
→

←
久
慈
市・宇

部

三
陸
沿
岸
道
路

南
浜
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

野
田
保
育
所

愛
宕
山

総
合
セ
ン
タ
ー

（
冬
季
閉
鎖
）

御
台
場

公
園

神
明
様
神
木
ヒ
バ

城
内
地
区
高
台
団
地
（
新
町
）

❹❹
野
田
村
保
健
セ
ン
タ
ー

1111

1414

❸❸

十
府
ヶ
浦
公
園（
の
ん
ち
ゃ
ん
パ
ー
ク
）

❺❺

1212

防
潮
堤
ウ
ォ
ー
ク

13

❷❷

1010

❼❼

米
田
歩
道
橋
の
一
部

東
日
本
大
震
災
大
津
波
記
念
碑

米
田
水
門

野
田
村
村
民
プ
ー
ル

愛
宕
神
社

無
量
山
小
松
寺
 海
蔵
院

展
望
休
憩
施
設

ほ
た
て
ん
ぼ
う
だ
い

神
社
仏
閣

体
験
コ
ー
ス

の
だ
塩

ベ
コ
の
道

体
験
コ
ー
ス

震
災
と
未
来
の

ま
ち
づ
くり

学
習
コ
ー
ス

塞
の
神
の
松

三
陸
沿
岸
道
路
ガ
ー
ド
下

庚
申
塔

歴
史
の
道
百
選

久
慈
・
野
田
街
道

（
の
だ
塩
ベ
コ
の
道
）③

「
松
鼻
街
道
」

C
 カ
フ
ェ「
Rokka」

木
の
ぬ
く
も
り
溢
れ
る
カ
フ
ェ
で
、ゆ
っ
た
り
と

自
家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
や
焼
き
菓
子
を
楽
し

め
ま
す
。

●
営
業
／
金
曜
日
 午
前
10：30～

午
後
３：00

　
　
　
　
土
曜・日

曜
日
 午
前
10：30～

午
後
５：00

●
休
日
／
月
曜
～
木
曜
日

●
問
／
☎
0194-66-9583

C
 カ
フ
ェ「
Rokka」

木
の
ぬ
く
も
り
溢
れ
る
カ
フ
ェ
で
、ゆ
っ
た
り
と

自
家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
や
焼
き
菓
子
を
楽
し

め
ま
す
。

●
営
業
／
金
曜
日
 午
前
10：30～

午
後
３：00

　
　
　
　
土
曜・日

曜
日
 午
前
10：30～

午
後
５：00

●
休
日
／
月
曜
～
木
曜
日

●
問
／
☎
0194-66-9583

D
 農
家
食
堂
つ
き
や
 

古
民
家
を
利
用
し
た
お
店
。自
家
食
材
を
使
っ

た
、懐
か
し
く
優
し
い
郷
土
料
理
が
味
わ
え
ま

す
。（
予
約
制
）

●
営
業
／
午
前
11：30～

午
後
２：00

●
休
日
／
夏
期（
8月
9日
～
9月
2日
）※
相
談
のうえ

対
応

　
　
　
　
年
末
年
始（
12月
25日
～
１
月
５
日
）

●
問
／
☎
0194-78-2235

D
 農
家
食
堂
つ
き
や
 

古
民
家
を
利
用
し
た
お
店
。自
家
食
材
を
使
っ

た
、懐
か
し
く
優
し
い
郷
土
料
理
が
味
わ
え
ま

す
。（
予
約
制
）

●
営
業
／
午
前
11：30～

午
後
２：00

●
休
日
／
夏
期（
8月
9日
～
9月
2日
）※
相
談
のうえ

対
応

　
　
　
　
年
末
年
始（
12月
25日
～
１
月
５
日
）

●
問
／
☎
0194-78-2235

F
 洋
食・旬

彩
料
理
み
な
み
 

洋
食
は
も
ち
ろ
ん
、和
食
、中
華
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
ま
す
。ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
昼
の
ラ
ン
チ
も

好
評
な
ほ
か
、夜
は
わ
が
ま
ま
な
小
宴
会
ま
で

対
応
し
てくれ

ま
す
。

●
営
業
／
午
前
11：30～

午
後
２：00、午

後
５：30～

●
休
日
／
日
曜
日

●
問
／
☎
0194-78-2255

F
 洋
食・旬

彩
料
理
み
な
み
 

洋
食
は
も
ち
ろ
ん
、和
食
、中
華
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
ま
す
。ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
昼
の
ラ
ン
チ
も

好
評
な
ほ
か
、夜
は
わ
が
ま
ま
な
小
宴
会
ま
で

対
応
し
てくれ

ま
す
。

●
営
業
／
午
前
11：30～

午
後
２：00、午

後
５：30～

●
休
日
／
日
曜
日

●
問
／
☎
0194-78-2255

E
 お
食
事
処
 十
府
ヶ
浦
 

生
う
に
丼
や
海
鮮
丼
、海
鮮
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、新

鮮
な
具
材
の
組
合
せ
は
ま
さ
に
絶
品
で
、一
食

の
価
値
あ
り
で
す
。

●
営
業
／
午
前
11：00～

午
後
３：00

　
　
　
　
午
後
５：00～

午
後
９：00

●
休
日
／
不
定
休

●
問
／
☎
0194-78-2532

I
 つ
な
がり
Caféたいようのいちこ

野
田
村
の
食
材
を
使
って
、地
産
地
消
の
家
庭
料

理
を
提
供
。アット

ホ
ー
ム
な
空
間
が
人
気
で
す。

●
営
業
／
ラ
ン
チ
　
：
午
前
11：30～

午
後
２：00

　
　
　
　
夜
カ
フ
ェ
：（
水
曜
～
金
曜
日
の
み
）

                       　
午
後
６：00～

午
後
10：00

●
休
日
／
月
曜・火

曜
日
、土
曜・日

曜
日

　
　
　
　（
水
曜
日
は
予
約
の
弁
当
の
み
）

●
問
／
☎
080-1666-2161

G
 ま
る
き
ん
 大
沢
菓
子
店

お
菓
子
に
使
う
塩
は
す
べ
て
"の
だ
塩
"と
い

う
こ
だ
わ
り
。和
菓
子
か
ら
洋
菓
子
、ア
イ
ス

ま
で
幅
広
く
扱
っ
て
い
ま
す
。

●
営
業
／
午
前
９：00～

午
後
６：30

●
休
日
／
第
１
、第
３
火
曜
日

●
問
／
☎
0194-78-2538

H
 ね
ま
～
る

村
中
心
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
。
4月
か
ら

10月
の
最
終
土
曜
日
と
、12月

の
中
旬
に
プ
チ

よ
市
が
開
催
さ
れ
ま
す！マ

リ
ン
ロ
ー
ズ
を
加
工

販
売
す
る「
て
し
ご
と
屋
」、完

全
入
替
制
の
ト

リミ
ン
グ
サ
ロ
ン「
dog salon Saim

on」も
あ
りま
す！

●
問
／
☎
0194-78-2012（

野
田
村
商
工
会
）

A
 新
な
ぎ
さ
食
堂
 

国
道
45号

線
沿
い
に
あ
る
食
堂
。新
鮮
な
海

産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た「
な
ぎ
さ
ラ
ー
メ

ン
」は
名
物
。

●
営
業
／
午
前
11：00～

午
後
３：00

 
午
後
５：00～

午
後
７：30

●
休
日
／
木
曜
日（
月
曜
日
は
ラ
ン
チ
の
み
）

●
問
／
☎
0194-62-1555

A
 新
な
ぎ
さ
食
堂
 

国
道
45号

線
沿
い
に
あ
る
食
堂
。新
鮮
な
海

産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た「
な
ぎ
さ
ラ
ー
メ

ン
」は
名
物
。

●
営
業
／
午
前
11：00～

午
後
３：00

 
午
後
５：00～

午
後
７：30

●
休
日
／
木
曜
日（
月
曜
日
は
ラ
ン
チ
の
み
）

●
問
／
☎
0194-62-1555

B
 よ
っ
てっ
亭

自
慢
の
ラ
ーメン

に
昼
飲
み
OK、カ

ラ
オ
ケ
あり
の

気
軽
な
ス
タイル

。夜
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。

●
営
業
／
ラ
ン
チ：午

前
11：00～

午
後
２：00

 
カ
ラ
オ
ケ
タ
イム：午

後
２：00～

午
後
10：00

 
居
酒
屋：午

後
５：00～

午
後
10：00

●
休
日
／
月
曜
日（
水
曜
日
は
ラ
ン
チ
の
み
営
業
）

●
問
／
☎
0194-66-7977

B
 よ
っ
てっ
亭

自
慢
の
ラ
ーメン

に
昼
飲
み
OK、カ

ラ
オ
ケ
あり
の

気
軽
な
ス
タイル

。夜
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。

●
営
業
／
ラ
ン
チ：午

前
11：00～

午
後
２：00

 
カ
ラ
オ
ケ
タ
イム：午

後
２：00～

午
後
10：00

 
居
酒
屋：午

後
５：00～

午
後
10：00

●
休
日
／
月
曜
日（
水
曜
日
は
ラ
ン
チ
の
み
営
業
）

●
問
／
☎
0194-66-7977

     

ト
イ
レ

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
サ
イト

ス
タ
ン
プ
有

震
災
伝
承
施
設

指
定
緊
急
避
難
場
所

（
地
震
・
津
波
）

指
定
緊
急
避
難
場
所

（
土
砂
災
害
・
浸
水
）

お
休
み
ス
ポ
ッ
ト

一
息
つ
く
な
ら
こ
ち
ら
で

当
時
の

避
難
ル
ー
ト
の

一
部
を
通
っ
て

野
田
村
役
場
前
に

も
ど
り
ま
す

無
料
駐
車
場

（
役
場
前・村

民
広
場
）

ま
で
車
移
動
し
て

歩
く
も
あ
り 階
段
を
下
り
た

正
面
に
は
大
鳥
居

高
さ
13.4ｍ

は
東
北
有
数
の

大
き
さ
で
す

震
災
当
時

一
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
か
っ
た

野
田
村
保
育
所

3
つ
の
堤
防
の

一
つ
で
も
あ
る

土
盛
り
の
堤
防
を

歩
い
て
帰
路
へ

村
民
プ
ー
ル
を

右
手
に
見
な
が
ら

道
な
り
に
進
み
、

秋
田
川
に
か
か
る

寺
ノ
沢
橋
を

渡
り
ま
す

15
世
紀
の

城
館
跡
が

発
見
さ
れ
た

伏
津
館
跡
の
ふ
も
と

を
進
み
ま
す

野
田
村
役
場

田
畑
の
中
の

一
本
道
を

ゆ
っ
くり
と

❽❽

の
だ
て
く
マ
ッ
プ

お
休
み
ス
ポ
ッ
ト

ち
ょ
っ
と

足
を

の
ば
し
て

ち
ょ
っ
と

足
を

の
ば
し
て

ち
ょ
っ
と

足
を

の
ば
し
て

か
わ
い
い
灯
台 大
唐
の
倉

陸
中
野
田
駅
前
の
牛
方
像

の
ん
ち
ゃ
ん
像

パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場

❾❾ A
B

C

D

E

G F

I H

❻❻

役
場
前
の
被
災
時
計

❶❶

野
田
塩
ベ
コ
の
道

～
 ベ
コ
が
塩
を
載
せ
て
運
ん
だ
道
 ～

豊
富
な
燃
料
資
源
と
鉄
の
供
給
に
恵
ま
れ

た
野
田
村
で
は
、
古
く
か
ら
薪
を
燃
や
し
鉄

の
大
釜
で
海
水
を
煮
つ
め
る
「
直
煮
製
塩
」

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、

野
田
塩
は
北
上
高
地
を
越
え
て
内
陸
の
盛
岡
、

雫
石
を
経
て
遠
く
鹿
角
地
方
ま
で
運
ば
れ
、

米
や
雑
穀
と
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
牛
の
背
に

塩
を
載
せ
て
運
ぶ
行
商
人
は「
野
田
ベ
コ
」、

ベ
コ
の
塩
行
商
隊
が
往
来
し
た
道
が
「
野
田

塩
ベ
コ
の
道
」
で
す
。「
ベ
コ
」
と
は
牛
の

こ
と
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

～
 歩
い
て
自
然
を
体
感
し
よ
う
 ～

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
青
森
県
八
戸

市
か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で
の
太
平
洋
沿

岸
を
結
ぶ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。
野
田
村
に
は

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
「
十
府
ヶ

浦
」の
美
し
い
砂
浜
や
、
琥
珀
採
掘
場
跡

の
「
く
ん
の
こ
ほ
っ
ぱ
跡
地
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
み
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
村
内
の
ル
ー
ト

は
歩
き
や
す
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
が

お
す
す
め
。
村
中
心
部
や
公
園
は
気
持
ち

よ
く
、気
軽
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
め
ま
す
。

左
に
登
れ
ば

神
社
の
裏
山
へ
、

道
な
り
に

海
蔵
院
沿
い
を
進
め
ば

神
社
の
正
面
と
大
鳥
居
、

右
に
進
め
ば

ゴ
ー
ル
へ
の
近
道

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

凡
例

道
の
駅
の
だ
 ぱ
あ
ぷ
る


